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	学校教育課長
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	生涯学習課長
	中川　敬彦
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	会議録署名人
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議　事　日　程
	日程第１
	会議録署名委員の指名について

	日程第２
	会期の決定について

	日程第３
	平成28年第14回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について

	日程第４
	教育長報告

	日程第５
	報告
	第１号
	しろとりの新しい学校づくり整備方針について

	日程第６
	協議
	第２号
	英語教育推進計画について

	日程第７
	報告
	第２号
	平成２８年度香川県学習状況調査結果ついて

	日程第８
	協議
	第１号
	東かがわ市教育委員会表彰について
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（午後　１時３０分　開会）
■日程第１　会議録署名委員の指名について
　教育長が、本会議の会議規則第６条の規定に基づき、竹田教育長と委員の中から１名、大久保委員を指名。
■日程第２　会期の決定について

　

教育長から、本会議の会期について１日でよいか意見を求める。
<質疑>
○　委員　　　　　１日で了承。
■日程第３　平成２８年第１４回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について
　学校教育課長から会議録について説明。
<質疑>
○　特になし。
■日程第４　教育長報告

　竹田教育長から、１月（１２月２８日から１月２５日）に出席した行事等について
報告。
　また、今後の予定について報告し、質疑を求める。

<質疑>
○　向山委員　　　　オリンピックのホストタウンについて、どのぐらい進んでいるのですか。

○　中川課長　　　　現在、国に申請し継続案件となっています。県の担当に聞くとＰＲが少ないということなので、フェンシング協会を通した海外へ向けてのＰＲ、また２月の全日本の合宿など実績を積みながら申請していこうと考えています。

○　吉田委員　　　　市民として、協力できることはあるのですか。

○　中川課長　　　　町としての盛り上がりが重要になってくると思います。市民の方には協力をしていただくことが多々あろうかと思いますので、来年度ホストタウンに向けた動きを明確化していこうと考えています。
○　向山委員　　　　いろいろな智恵を出しながら進めて欲しいと思います。
■日程第５　報告　第１号　しろとりの新しい学校づくり整備方針について
　学校教育課・久保課長が、学校づくり協議会としての方向性について説明。

<質疑>
○　向山委員　　　　しろとりの新しい学校づくり整備方針として、「心豊かなたくましい人づくりを目標に学校教育を進めていくとき、大きな課題となることの一つは学校規模が小さくなることです。子どもたちが、集団の中で学びあい、高めあい、社会性を身につけていくためには、１学年２クラス以上の規模が望ましいと考えています。」とあります。私は、一部の保護者の反対はあるかもわかりませんが、児童が少なくなってきている福栄小学校は、新しい小学校へ統合したらいいと思います。また、地域の方の意見もわからないことはないのですが、子どものことを思うと協議会の方針が出ているように早い段階で統合して新しい小学校へ行く方がいいと思っています。

○　吉田委員　　　　小中一貫校と義務教育学校との違いはありますか。
○　久保課長　　　　基本的な大きな違いは、学校が１つか２つかということです。義務教育学校は、校長先生が１人で９年生の１つの学校です。一貫校は、小学校と中学校が同じ目標をもって９年間を見据えて計画を立て２つの学校で運営していきます。
○　吉田委員　　　　白鳥は、一貫校でスタートするのですね。
○　久保課長　　　　視察をした白鷺小中学校も今は一貫校で、現在は義務教育学校を目指した取り組みや準備をしているので、まずは一貫校としてスタートし、仮に将来的に義務教育学校に移行する場合でも対応できるような施設整備、体制整備をしてからスタートした方がいいと思っています。
○　教育長　　　　　義務教育学校は、中身的に９年間を見通した教育で一貫校とそんなに変わらないということです。学年の分け方が４・３・２とか、５・６年生でも教科担任制を取り入れるとかは出てくると思いますが、まずは一貫校で引田小中学校と同じように、校長と副校長ということになると思います。
○　久保課長　　　　校舎は、小学校棟と中学校棟を１つの建物として考えています。職員室は１つで共通で使える図書室や専門の教科の教室を、共通棟に配置し、どちらからでも行けるように調整したいと思っています。

○　山本委員　　　　特認校のことですが、特認校の制度を利用し成功したのが３分の１ぐらいで、成果を得られなかったというのが３分の２という状況であったので、協議会がどういう結論を出すかなと思っていたのですが、小学校３校が一緒に統合すると方針を出していたので私は安心しました。
○　大久保委員　　　児童数の予測値を見ますと、東かがわ市全体で見たときに、理想的な学校の数が時代によって変わると思います。児童数が少なくなったときに、空いた教室があるというのは後の人たちに負担になるので、ハード面に使う予算はできる限り少なく、ソフト面で子どもたちが本当に必要としているものに、使って欲しいと思いました。それと通学についてですが、３km以上を通学支援とするとありますが、歩く距離は子どもたちにとって大切だと思いますので、学校まで支援するのではなく、ある程度歩くということを考えて欲しいと思います。
○　久保課長　　　　通学支援につきましては、東かがわ市の遠距離通学児童支援計画がありまして、引田小学校が統合したときに教育委員会が策定しています。白鳥中学校区には遠距離の地域がありますので、そのあたりも十分に考慮した上で新年度に協議会の中で協議を進めていきたいと思っています。
○　吉田委員　　　　今の大久保委員さんにつけ加えて、私も同じ気持ちでハードよりソフトに力を入れて欲しいと思います。特に福栄の良さを残して欲しいと強く希望されてる方もいるので、つまずいた時の受け入れ体制等をお伝えすれば、保護者の不安も少しは減るという気がします。

○　久保課長　　　　地元の説明会でも、「学校へ行きにくい場合はどうすればいいですか。」という意見はありました。やはり小規模校であるからこそ、問題も少なく行きやすいということだと思います。現在、東かがわ市では、こども総合支援センターが、ふれんど教室を運営しており、サポート相談員を４名配置しています。今後そういった体制についても説明していきたいと思います。
○　教育長　　　　　それでは、基本的な方向性として、しろとりの新しい学校づくり協議会のまとめた本町、白鳥、福栄の３小学校を統合し中学校を合わせた小中一貫校をつくっていくことで進めてまいりたいと思います。

■日程第６　協議　第２号　英語教育推進計画について
　学校教育課・久保課長が英語教育の在り方に関する検討会で検討した内容について説明。

<質疑>
○　向山委員　　　　東かがわ市の英語教育ということで、白鳥中学校区を指定したということですが、私個人としては、市内小学校全部で実施できないのかなと思いました。保護者からすれば、白鳥中学校区以外の校区はどうして実施してくれないのかという意識が出てくると思います。もう一つは、「授業を英語で行う時間を増やす。」とありますが、文法は日本語で授業をしないと難しいと思います。英語での授業時間を増やすのであれば、目標数値的なものが必要だと思います。それから、中学校英語クラブの創設とありますが、現在は引田中学校に英語クラブがあります。他の２校でも学校で英語クラブができないかと思いますが、各中学校で英語クラブをつくるのは難しいのでしょうか。

○　教育長　　　　　直接、中学校の先生に聞きましたが、ちょっと難しいということでした。指導者の問題や少ない生徒の中、たくさんの部活があって生徒が集まりにくい状況です。これから、まだ生徒が減っていくので、普通の部活とは離れて、たくさんの生徒が参加できるようなものを作って、中学校英語クラブを別枠でやっていこうというところです。

○　吉田委員　　　　小学校の英語教育は充実してきていると思う一方で、中学校はあまりできていないという印象を受けています。小学校はモジュール学習を週２回ではなくて５分でもいいので毎日してはどうかと思いました。また、中学校もモジュール学習を入れてもいいと思います。それと中学校の英語クラブは、定期的にしなくても例えば勉強合宿のようにしてもいいのかなと思いました。

○　教育長　　　　　この計画の中で合宿をするようにしています。

○　吉田委員　　　　支援員の増員ですが、目途はあるのですか。

○　久保課長　　　　現在１４名が登録しており来年度も引き続き活躍していただきたいと思っていますが、足りない時間帯もあるので募集中です。

○　教育長　　　　　１年生から４年生までが対象になりますので、英語嫌いの子どもをつくらないようにと思っています。支援員の確保が一番大事なことだと思っています。
○　向山委員　　　　丁寧にやっていかないと、ここで英語嫌いになったら困るので、前にも言ったように中学校の英語も改善しないといけないと思います。
○　教育長　　　　　改善が今のところ英語クラブだけになっているので、授業時数も裁量の部分をプラスして、先生方に負担をかけないように、考えていかないといけないと思っています。せっかく小学校で英語クラブをして中学校では何もしないのでは辛いので改善が必要だと思います。来年、１年ぐらいで改善できたらと思っています。
○　大久保委員　　　中学校に入って部活動を選ぶときに、既成の部活動だけでなく、生徒の意見も広く聞いて、英語を続けてやりたいという声があったら、その意見も拾ってもらいたいと思います。一貫校になれば可能になると思いますので、小学校、中学校と伸ばして欲しいと思います。私が通っていた中学校は、運動部と文化部が分かれていました。１週間のうち１日だけ文化部で残りは運動部で両方に入るシステムでした。中学生は体を動かすことも大事だし、頭を使うことも大事なので、混ざり合って学べるようにして欲しいと思います。
■日程第７・８については非公開とする。
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